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１．背景および目的 

 コンクリートの耐久性，美観をはじめとする表

層品質を向上させるために，熱可塑性樹脂シート

を用いた養生工法（以下，シート養生）を考案し

た 1)．シート養生は予めシートを型枠に貼付して

おき，コンクリートを打ち込んで型枠を取り外し

た後もシートを残置して長期間の水分逸散抑制養

生を行う工法である 2)．本報告では，基礎構造物(仮

設フーチング)を対象として，シート養生が表面気

泡，透気係数，表面吸水速度に与える影響を検証

した結果について述べる． 

２．施工概要 

適用した基礎構造物の概要を図-1に示す．型枠

は 8 回転用した化粧合板を使用し，今回の検討で

は，剥離剤を塗布した通常工法（以下，シート無

と称す）と合板にシートを貼付したシート養生工

法（以下，シート有と称す）の 2 ケースとした．

コンクリートは表-1 および表-2 に示す材料と配

合のものを使用した．養生条件は表-3に示すとお

りで，材齢 5 日で型枠を取り外し，シート有は材

齢 28 日でシートを取り外した． 

３．計測概要 

材齢 38 日おいて，表面気泡面積率，透気係数，

表面吸水速度，表面含水率の各種計測を実施しシ

ート養生の効果を検証した．表面気泡面積率は，

測定箇所に透明なフィルム（ A4 サイズ，

210×297mm）を各ケース 3 箇所設置し，1mm 以

上の表面気泡をスケッチした後，画像処理によっ

てその面積率を算出した．透気係数は Torrent 法に基づく表層透気試験により，各ケース 6 箇所を測定した．表面

含水率は高周波容量式試験により，各ケース 18 箇所を測定した． 

４．実験結果 

 写真-1に型枠取外し後のコンクリート表面のシート残置による養生状況を，写真-2に材齢 38 日のシート有無に

おけるコンクリートの表面を示す．シート無のケースは転用された合板の傷や模様などが転写されているが，シー

ト有のケースは，コンクリート表面にシートが接触していたことにより，非常に平滑で均質な外観の良い表面とな
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図-1 構造物概要 

 

表-1 コンクリートの使用材料 

材料 記号 種類 摘要 

セメ 

ント 
C 

普通 

ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ 
密度：3.15g/cm3 

細骨材 S 

山砂 

(千葉県市原産) 

表乾密度：2.57g/cm3 

粗粒率：2.10 
砕砂 

(高知県鳥形山産) 

表乾密度：2.68g/cm3 

粗粒率：3.40 
山砂:砕砂=60:40 

粗骨材 G 
砕石 

(高知県鳥形山産) 

粗骨材最大寸法：20mm 

表乾密度：2.69g/cm3 

吸水率：0.58% 

実積率：61.0 

混和剤 AD AE 減水剤 リグニンスルホン酸塩 

 
表-2 コンクリートの配合 

W/C 

(％) 

ｽﾗﾝﾌﾟ 

(cm) 

空

気

量 

(%) 

細骨

材率 

(％) 

単位量(kg/m3) 

W C S G AD 

55.0 12.0 4.5 45.8 164 276 842 1029 2.98 

*24-12-20N のレディーミクストコンクリート 

 

表-3 養生条件 

材齢(日) 0～4 5 6～28 28 38 

ｼｰﾄ無 型枠存置 
型枠 

取外し 

屋外曝露 
計 

測 ｼｰﾄ有 
型枠存置 

(+ｼｰﾄ) 
ｼｰﾄ残置 

ｼｰﾄ 

取外し 

 

シート有(28 日残置) 

シート無(合板 5 日存置) 

860mm 

3350mm 

6720mm 
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っていることが分かる．既往の研究 1)では，シートを型枠

に貼付することにより，シート無の新品合板よりもコン

クリートの表面粗さが抑制されることが報告されている． 

 図-2 にシート無および有の各ケースにおける表面気泡

面積率を示す．シート有の表面気泡面積率はシート無と

比較し，平均値が 1 オーダ小さく，ばらつきも顕著に抑

制されていることが分かる．この気泡低減効果は，シー

トの撥水性や平滑さなどが影響していると考えらえる． 

 図-3 に材齢 38 日のシート無および有の各ケースにお

ける透気係数を示す．シート無の透気係数が「一般」で

あるのに対し，シート有の透気係数は「良」となり透気

係数が小さく，物質透過抵抗性が向上している結果とな

った．なお，シート無の表面含水率が 5.3％であるのに対

し，シート有の表面含水率は 8.1%であった．これは，シ

ート有の養生期間の方が長く，乾燥期間が短いことによ

る効果である．既往の研究 3)では，表面含水率が 5%から

8％まで高くなることで，透気係数が約 0.10×10
-16

m
2 から

約 0.05×10
-16

m
2と，概ね 1/2 に小さくなったことが示され

ている．これと，シート無の透気係数が 0.37×10
-16

m
2 に対

してシート有の透気係数が 0.03×10
-16

m
2 と，概ね 1/12 と

なっていることから，表面含水率が高い影響よりもシー

ト養生の効果によって透気係数が抑制されたものと考え

られる． 

５．まとめ 

コンクリートの基礎構造物において，シート養生を 28

日間実施することで，表面気泡の低減，物質透過抵抗性の向上効果などが得られることを確認した．今後はシート

養生期間を要因として，非破壊試験と破壊試験を併用した長期的な検討を実施する予定である． 
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写真-1 シート残置による養生状況 

 

 

図-2 表面気泡面積率の測定結果 

 

 

図-3 透気係数の測定結果(材齢 38日) 

 

 

 

 

 

 

 

写真-2 コンクリートの表面状況(材齢 38日) 
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